
［成果情報名］カンキツ類の成熟果に含まれるフラボノイドの種類と部位別含量
［要約］カンキツに含まれるフラボノイドは、品種および部位により種類や含量が異なる。
また、可食部より果皮に多く含まれ、「カラ」ではナリルチンは維管束部分に最も多く、
ヘスペリジンはアルベド（内果皮）、維管束部分の順に多く含まれている。
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［背景・ねらい］
生活習慣病予防にカンキツ類に含まれるフラボノイド類が有効であることを示唆するデ

ータが報告されてきている。そこでカンキツ類の品種と部位の違いにより含まれるフラボ
ノイド類の違いを明らかにし、カンキツ類を機能性食品として利用するための基礎資料と
する。

［成果の内容・特徴］
１．果皮においては「崎久保早生」「宮川早生」「青島温州」等のウンシュウミカンでは
ナリルチンやヘスペリジンが多く含まれている。また、「新姫」「早香」にはノビレチ
ン、タンゲレチン、「カラ」にはナツダイダイン、「新甘夏」「サマーフレッシュ」には
ナリンギンとネオヘスペリジンが多く含まれている（表１）。

２．可食部のフラボノイド含量は、果皮より少ないが、含まれているフラボノイドの種類
は同じである。特にナリルチンとヘスペリジンは果肉にも多く含まれている。また、「新
姫」と「不知火」の可食部にはノビレチンが含まれ、「新姫」にはタンゲレチンも含ま
れている（表２）。

３．「カラ」成熟果では、ナリルチンは維管束部分に最も多く、ヘスペリジンはアルベド
（内果皮）、維管束部分の順に多く含まれている。また、ノビレチン、ナツダイダイン、
タンゲレチンはフラベド（外果皮）部分に含まれている（表３）。

［成果の活用面・留意点］
１．カンキツ類に含まれる機能性成分を利用した加工品開発に利用でき、地域特産品の開
発につながる。

２．カンキツ類を使った料理の健康機能性成分の参考となる。
３．表中のフラボノイド含量は成分量を保証するものではないので注意する。



［具体的データ］
表 1 カンキツ類の成熟果の果皮に含まれるフラボノイド含量

表 2 カンキツ類の成熟果の可食部に含まれるフラボノイド含量

表 3 「カラ」成熟果の部位別フラボノイド含量
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品種
ﾅﾘﾙﾁﾝ ﾅﾘﾝｷﾞﾝ ﾍｽﾍﾟﾘｼﾞﾝ ﾈｵﾍｽﾍﾟﾘｼﾞﾝ ﾈｵﾎﾟﾝｼﾘﾝ ﾉﾋﾞﾚﾁﾝ ﾅﾂﾀﾞｲﾀﾞｲﾝ ﾀﾝｹﾞﾚﾁﾝ

崎久保早生  468±61     n.d.  703±23     n.d.  56±6     n.d.     n.d.     n.d.
宮川早生  334±50     n.d.  612±62     n.d. 38±4     n.d.     n.d.     n.d.
青島温州  514±31     n.d.  641±30     n.d. 40±0     n.d.     n.d.     n.d.
新姫 236±6     n.d.  960±21     n.d. 69±5  4±4     n.d. 2±2
早香  478±45     n.d.  944±86     n.d. 52±2     n.d.     n.d.     n.d.
清見  275±14     n.d.  524±53     n.d. 20±1     n.d.     n.d.     n.d.
不知火 264±9     n.d.  157±10     n.d. 41±1  1±0     n.d.     n.d.
セミノール  230±23     n.d. 1,299±64     n.d. 99±8     n.d.     n.d.     n.d.
カラ  210±19     n.d.  785±60     n.d. 57±5     n.d.     n.d.     n.d.
新甘夏     n.d.  848±19     n.d. 95±2     n.d.     n.d.     n.d.     n.d.
ｻﾏｰﾌﾚｯｼｭ     n d  1 575±133     n d 47±5     n d     n d     n d     n d

フラボノイド含量(μg/100mg dry weight)

ﾅﾘﾙﾁﾝ ﾍｽﾍﾟﾘｼﾞﾝ ﾉﾋﾞﾚﾁﾝ ﾅﾂﾀﾞｲﾀﾞｲﾝ ﾀﾝｹﾞﾚﾁﾝ

フラベド（外果皮）  387±36  4,612±338 112±9 125±12  63±5

アルベド（内果皮） 1,436±215  9,742±156    n.d.    n.d.    n.d.

維 管 束 2,056±89  7,229±235    n.d.    n.d.    n.d.

じょうのう 1,222±123 2,320±21    n.d.    n.d.    n.d.

砂じょう  176±14 1,013±39    n.d.    n.d.    n.d.

種    子     n.d.    n.d.    n.d.    n.d.    n.d.
果実採取日 2003年4月9日

調査部位
フラボノイド含量(μg/100mg dry weight)

品種
ﾅﾘﾙﾁﾝ ﾅﾘﾝｷﾞﾝ ﾍｽﾍﾟﾘｼﾞﾝ ﾈｵﾍｽﾍﾟﾘｼﾞﾝ ﾈｵﾎﾟﾝｼﾘﾝ ﾉﾋﾞﾚﾁﾝ ﾅﾂﾀﾞｲﾀﾞｲﾝ ﾀﾝｹﾞﾚﾁﾝ

崎久保早生  1,292±207     n.d.  5,191±413     n.d.  281±16 30±3  3±1  22±2
宮川早生  1,028±143     n.d.  6,080±659     n.d. 255±39 21±2  3±1  13±2
青島温州  850±83     n.d.  3,954±130     n.d. 118±11 27±3     n.d.     n.d.
新姫  331±11     n.d.  4,640±230     n.d. 106±6 370±11     n.d. 187±2
早香  316±35     n.d.  4,338±327     n.d.  87±18 218±8     n.d. 148±4
清見   781±115     n.d.  3,832±511     n.d. 70±7 66±2  4±0  19±0
不知火  564±35     n.d. 1,292±43     n.d. 153±24 75±2 13±0  33±2
セミノール  459±53     n.d.  4,837±114     n.d. 298±18 89±3 14±2  39±2
カラ  332±30     n.d.  3,769±178     n.d. 204±17 71±3 116±14  32±1
新甘夏     n.d. 1,750±94     n.d. 440±48  8±1 13±1     n.d.  13±1
ｻﾏｰﾌﾚｯｼｭ     n d  4 347±388     n d 215±13     n d     n d 24±3     n d
果実採取日
崎久保早生(2003.10.15)、宮川早生(2003.11.12)、青島温州(2003.12.10)
新姫(2003.12.17)、早香(2004. 1.6)、清見(2004. 2.19)、不知火(2004. 3.1)
セミノール(2004. 3.19)、カラ(2004. 4.19)、新甘夏(2004. 3.2)、ｻﾏｰﾌﾚｯｼｭ(2004. 5.7)

数値は平均値±標準誤差(n＝3)
n.d.はnot detected
以下の表も同様

フラボノイド含量(μg/100mg dry weight)




